
一般会計の予算規模は、

となり、平成１８年度に比べて６．８％の増額予算となっています。

　さらに、平成１８年度からの繰越明許事業費３，０６０万円を加えますと６３億５，２４３万６千円

となり、平成１８年度に比べて、１．６％の増額予算となります。

この予算に対しての決算額は、

となります。（第１表参照）

５．３％となりました。

　８億４，９８３万６千円

６１億９，５１５万２千円

歳 出 ５９億９，０７５万３千円

国 庫 補 助 の 決 定 等 に 伴 う 補 正

最 終 予 算

歳 入

一般会計の決算

（１）決算の概要

　平成１９年度の一般会計決算について、その概要を説明いたします。

当 初 予 算 ５４億７，２００万円　　

万円の増額となりました。

６３億２，１８３万６千円

また、単年度収支（平成１９年度実質収支と平成１８年度実質収支の比較）を見ると、１，４１０

なお、平成１９年度決算においては、平成２０年度へ繰越明許費繰越額の一般財源分

５５０万円があり、次の第１表で示すように歳入歳出差引額からこの翌年度へ繰越すべき

決算となり、３～５％が望ましいとされている実質収支比率（標準財政規模に対する割合）は

財源を差し引いた額が実質収支額でありますが、その結果、１億９，８８９万９千円の黒字

歳 入 歳 出 差 引 額 　２億　　４３９万９千円



努めました。

第１表

実 質 収 支 比 率 （ Ｅ ／ K ）
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E

26,764

6,580,521

実 質 収 支 (C-D)
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単年度収支 (現年度E-前年度E) Ｆ 9,242

380,000

11,134

平成1９年度中、歳入面では、積極的に財源の確保に努める一方、歳出面では、行財政改革に

取り組むとともに、集中管理等による一般行政経常経費を節約するなど効率的な予算の執行に

　この結果、実質収支が黒字となり収支の均衡を図ることができました。

平成１８年度 平成１５年度

し か し な が ら 、 一 般 財 源 で あ る 町 税 が 、 税 源 移 譲 に よ り 増 加 し た も の の 、 所 得 譲 与 税 、

財政を取り巻く環境は、厳しい状況であります。

このような状況の中、義務的経費等は年々増加の傾向にあることから、｢門川町行財政改革構

平成１６年度

　　　　　　（単位：千円）

平成１９年度

想」に盛り込んだ実施計画に基づき、行財政改革を強力に推進し、財政の健全化に努めていく

最近５カ年の決算収支状況

減税補てん特例交付金、減税補てん債の廃止、臨時財政対策債の減額により一般財源は減少し、地方

必要があります。
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